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（
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（
五
十
音
順
） 新

任
新
任

　令和２年６月22日（月）高槻市立生涯学習センターにおいて、令和２年度高槻市シルバー
人材センター定時総会が、構成会員数1,152名中、出席者64名、委任状及び議決権行使書提
出者775名により、開催されました。
　山川明理事長の挨拶の後、「令和元年度事業報告について」はじめ４議案の他、報告事項
２件について、承認されました。今年は新型コロナウイルス感染症対策のため座席数を減ら
し、出席者数を抑えての開催でした。
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定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
並
び
に
運

営
に
、
ご
協
力
・
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
定
時
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮
し

ま
し
て
、
例
年
よ
り
時
期
を
延
期
す
る

と
と
も
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
・

安
全
を
第
一
に
考
え
て
い
た
だ
く
な
ど

呼
び
か
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
リ
ス

ク
回
避
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
わ
た
し
ど
も
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
８
月
に
設
立
か
ら

38
年
目
を
迎
え
、
会
員
登
録
者
数
は
延

べ
１
０
，
５
３
９
人
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
１
万
人
を
超
え
る

仲
間
の
皆
さ
ん
が
、
長
き
に
わ
た
り“

生

き
が
い
就
業
“
を
通
じ
て
地
域
社
会
で

活
躍
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
も
、
偏

に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
発
注

者
並
び
に
高
槻
市
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
「
会
員
数
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
放
映

な
ど
様
々
な
取
組
に
努
め
ま
し
た
が
、

年
度
末
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
、

前
年
度
比
で
わ
ず
か
な
増
加
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
注
契
約
に
つ
き
ま
し
て
も
、

二
年
続
け
て
５
億
円
台
を
維
持
し
た
も

の
の
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、

今
年
度
は
第
三
次
中
期
計
画
の
二
年
目

の
目
標
に
向
け
て
前
進
を
目
指
す
年
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
年
度
当
初
の
現

状
を
見
ま
す
と
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
は
避
け
よ

う
も
な
く
、
長
期
的
な
感
染
症
と
の

「
戦
い
と
共
存
」
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

国
に
お
い
て
も
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
提
言
さ
れ
、
実
践
例
を
示
し
て

注
意
を
呼
び
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、
お

一
人
お
一
人
が
「
抵
抗
力
や
免
疫
力
を

高
め
る
生
活
」
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

そ
し
て
、
手
洗
い
は
２
回
つ
づ
け
る
・

太
陽
の
出
て
い
る
時
間
帯
に
歩
く
な
ど

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
困
る
生
活
を
心
が

け
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
会

員
の
皆
様
方
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

　“

活
力
と
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ

し
て
“
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

理
事
長

山
川
　
明

　

令
和
２
年
６
月
22
日（
月
）午
後
１
時

30
分
か
ら
令
和
２
年
度
定
時
総
会
が
、

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
構
成
会
員
数
１
，
１
５
２
名
中
、

出
席
者
及
び
委
任
状
に
よ
る
代
理
出
席

及
び
議
決
権
行
使
書
を
提
出
さ
れ
た
８

３
９
名
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

蓮
井
理
事
の
開
会
宣
言
、
山
川
理
事

長
の
主
催
者
挨
拶
に
つ
づ
き
、
関
係
機

関
か
ら
の
祝
辞
が
披
露
さ
れ
た
の
ち
、

薦
田
副
理
事
長
を
議
長
に
選
出
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
「
令
和
元
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
」
、
議
案
第
２
号
「
令
和
元

年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

に
つ
い
て
」
、
議
案
第
３
号
「
理
事
長

に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て
」
、
議

案
第
４
号
「
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
」

は
事
務
局
の
説
明
の
あ
と
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
報
告
第
１
号
「
令
和
２

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
、
報
告
第

２
号
「
令
和
２
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
」
が
事
務
局
か
ら
説
明
さ
れ
、
定
時

総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
高
槻
市
長
様
、
高

槻
市
議
会
議
長
様
に
ご
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
鑑
み
て
、
ご

欠
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

受付にて検温
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6
月
初
め
、
梅
雨
雲
が
低
く
垂
れ
込

め
る
中
、
同
好
会
の
会
員
16
人
で
、
い

に
し
え
の
香
を
求
め
京
都
松
尾
山
麓
に

位
置
す
る
古
社
・
名
刹
を
訪
ね
ま
し
た
。

阪
急
電
車
上
桂
駅
西
改
札
口
を
出
て
、

直
ぐ
右
の
交
差
点
を
左
折
し
、
「
左
浄

住
寺
・
右
地
蔵
院
」
の
道
標
ま
で
西
に

真
っ
す
ぐ
進
む
。
道
標
で
左
に
折
れ
少

し
進
む
と
浄
住
寺
。
参
道
の
苔
む
し
た

石
段
と
青
紅
葉
が
よ
く
調
和
し
、
風
雅

な
趣
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
ば
ら
く
境
内

を
散
策
し
、
来
た
道
を
道
標
ま
で
戻
り
、

「
東
海
自
然
歩
道
」
の
案
内
板
に
従
い
、

竹
林
で
包
ま
れ
た
地
蔵
院
へ
向
か
う
。

境
内
は
手
入
れ
さ
れ
、

山
門
の
外
か
ら
で
も
荘

厳
な
雰
囲
気
が
伺
え
る
。

次
に
、
通
称
苔
寺
で
知

ら
れ
る
西
芳
寺
へ
と
歩

を
進
め
る
。
朽
ち
た
か

ぐ
や
姫
竹
御
殿
前
を
左

折
し
、
総
門
の
橋
標
を

過
ぎ
る
と
、
苔
の
じ
ゅ

う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た

富
田
十
班　　
竹
中
尚
一

阪
急
嵐
山
線
上
桂
駅
⬇
浄
住
寺
⬇
地
蔵
院
⬇

か
ぐ
や
姫
竹
御
殿
⬇
西
芳
寺（
苔
寺
）⬇
華
厳

寺（
鈴
虫
寺
）⬇
月
読
神
社
⬇
松
尾
大
社
⬇
松

尾
大
社
駅（
逆
も
可
）全
長
6.5
㎞　

家
族
向
き

平
坦

京
都
・
松
尾
山
麓

を
散
策

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
紹
介

　
コ
ー
ス
案
内

庭
園
の
ほ
ん
の
一
部
が
見
え
て
く
る
。

拝
観
に
は
事
前
予
約
が
必
要
な
た
め
、

受
付
の
衆
妙
門
ま
で
行
き
、
門
越
し
に

本
堂
を
横
目
に
見
て
折
り
返
す
。
道
標

に
従
い
、
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
華
厳

寺
へ
。
別
称
鈴
虫
寺
と
も
言
わ
れ
、
四

季
を
通
じ
て
鈴
虫
の
美
し
い
音
色
を
聞

け
る
。
参
道
の
石
段
を
山
門
ま
で
登
り
、

手
を
合
わ
せ
て
時
間
の
都
合
上
先
へ
進

む
。
住
宅
街
を
通
り
抜
け
、
安
産
の
神

様
月
読
神
社
へ
。
今
日
は
戌
の
日
で
な

い
た
め
か
、
参
拝
者
は
疎
ら
だ
。
最
終

の
目
的
地
松
尾
大
社
へ
。
京
都
最
古
の

お
社
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
古
く
か
ら

酒
造
り
に
か
か
わ
り
、
酒
の
神
様
と
し

て
篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
朱
塗
り

の
大
鳥
居
を
潜
り
、
楼
門
を
バ
ッ
ク
に

集
合
写
真
を
撮
る
。
そ
の
後
、
各
自
お

酒
の
資
料
館
や
撫
で
亀
さ
ん
、
神
使
の

庭
な
ど
ご
利
益
を
得
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

を
幾
つ
か
巡
る
。
一
回
り
し
た
後
、
近

く
の
河
川
敷
で
、
愛
宕
山
を
遠
望
し
な

が
ら
皆
で
弁
当
を
囲
む
。
く
つ
ろ
い
だ

ひ
と
時
を
過
ご
し
、
松
尾
大
社
駅
へ
と

帰
路
に
着
く
。
丁
度
そ
の
時
、
雲
間
よ

り
太
陽
が
一
瞬
顔
を
出
し
た
。

　

道
中
の
各
寺
社
は
古
い
歴
史
文
化
を

有
し
、
静
け
さ
に
日
本
の
風
情
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
と
あ
っ
て
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

浄住寺

地蔵院山門

松尾大社楼門前

月読神社

西芳寺

じ
ょ
う

じ
ゅ
う
じ　
　
　
　

ぢ 

ぞ
う
い
ん

さ
い
ほ
う
じ

た
け 

ご 

て
ん

け 

ご
ん 

じ　
　
　
　
　
　
　

  

す
ず
む
し
で
ら

し
ゅ
う
み
ょ
う
も
ん

つ
き
よ
み
じ
ん
じ
ゃ

ま
つ 

お 

た
い
し
ゃ

あ 

た
ご
や
ま



代表：瀧井 喜代美
毎週金曜日　10時～15時
センター１階　西会議室

「出来上る」と嬉しい手芸同好会
です。
手芸が得意な方もそうでない方も
楽しく活動しています。
どうぞ一度お出かけください。

同好会の
ペ ー ジ
同好会の
ペ ー ジ

同好会に興味ある皆さんの
入会をお待ちしております。

入会希望の方は、
事務局までご連絡ください !

虹の会（手芸品）

代表：長縄 正道
毎週火曜日　13時～15時
センター１階　西会議室

パソコンに興味のある方ご参加
ください。
お互いに教えあって先生であり
生徒です。
ご入会をお待ちしております。

パソコン同好会

代表：赤松 重二郎
毎月第１・３金曜日
13時30分～15時30分
センター１階　大会議室

現在阪本先生を含む８名の会員で
頑張っております !
一度のぞきに来てください。

墨遊会（書道）

おりがみ同好会 囲碁同好会 ハイキング同好会

代表：石津 厚太郎
毎月第１・３木曜日
12時30分～15時
センター１階　西会議室

楽しく絵を描きませんか?!
絵画同好会では
仲間を募集しています!!

絵画同好会

代表：松浦 光彦
毎月１回　撮影会実施
毎月第３木曜日　13時～16時
センター１階　大会議室

趣味の写真は同好の仲間と一緒の
方が断然楽しいです。
只今新しい仲間を募集中。
お気軽にお問い合わせください。

代表：岩崎 幾久子
毎月第４水曜日
13時～15時
センター１階　東会議室

月１回の活動は、憩いの場であり、
作品が出来上がるのがとても楽しく
夢中になり親睦を深めています。
ご入会をお待ちしています。

代表：竹中 尚一
毎月第１日曜日
行先等はセンター掲示板に表示

いつまでも若々しく、
気軽に楽しく歩きませんか。

代表：堀 安正
毎週月曜日　９時～12時
センター１階　東会議室

初心者も有段者も大歓迎です。
毎週楽しく碁盤を囲んでます。
一度お立寄りください。

あすなろ写真クラブ

同 好 会
会員募集
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高
槻
四
班

初
代
元
夫

　

昔
、
市
役
所
の
庁
内
報
「
か
わ
ら
ば

ん
」
（
昭
和
63
年
９
月
10
日
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
原
稿
の
題
名
は
『
帰
ら
な
い
、

帰
れ
な
い
』
だ
っ
た
。

　

高
校
ま
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属

し
て
い
た
私
で
す
が
、
昭
和
46
年
４
月

に
就
職
し
、
一
時
中
断
し
て
い
た
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
を
社
会
人
と
し
て
再
開
し
ま

し
た
。
幸
い
コ
ー
ト
も
職
場
の
敷
地
内

に
あ
り
、
仕
事
が
終
わ
れ
ば
た
だ
ち
に

練
習
開
始
。
部
員
も
20
歳
代
で
男
女
合

わ
せ
て
約
50
名
、
中
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
選
手
、
国
体
選
手
も
お
ら
れ
、

私
と
し
て
は
練
習
相
手
に
事
欠
く
こ
と

な
く
、
土
日
の
対
外
試
合
、
夏
の
遠
征

合
宿
等
々
、
雨
の
日
以
外
ラ
ケ
ッ
ト
を

握
ら
な
い
日
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

す
こ
し
ず
つ
腕
が
上
が
る
に
つ
れ
、

市
の
大
会
か
ら
府
の
大
会
へ
と
行
動
範

囲
も
広
が
り
、
近
畿
、
全
国
の
大
会
に

も
出
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

時
間
も
費
用
も
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
母
親
に
は
「
よ
く
も
ま
あ
、

嫁
も
子
も
あ
る
四
十
男
が
家
を
空
け
て
、

お
前
の
表
札
は
当
分
揚
げ
へ
ん
」
と
、

嫁
さ
ん
に
は
「
私
は
テ
ニ
ス
未
亡
人
」

と
さ
さ
や
か
れ
、
ま
た
、
大
き
な
大
会

で
優
勝
し
た
ら
き
っ
ぱ
り
テ
ニ
ス
は
辞

め
る
と
約
束
し
て
い
る
子
ど
も
か
ら
も

「
お
父
さ
ん
、
心
配
せ
ん
で
も
一
生
テ

ニ
ス
は
出
来
る
、
勝
て
へ
ん
か
ら
」
と

半
ば
呆
れ
顔
で
言
わ
れ
る
始
末
。
今
年

で
72
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

玄
関
に
表
札
は
揚
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
14
年
の
暮
れ
、
日
本
シ
ニ
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
議
会
よ
り
手
紙
が
届
き

ま
し
た
。
開
け
て
み
る
と
兵
庫
県
宝
塚

市
で
開
催
さ
れ
る
第
15
回
ア
ジ
ア
シ
ニ

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
へ
の
日

本
代
表
選
手
と
し
て
の
出
場
依
頼
（
開

催
国
は
２
チ
ー
ム
出
場
で
き
る
）
で
し

た
。
結
果
は
、
団
体
戦
で
私
は
一
勝
も

せ
ず
に
優
勝
し
金
メ
ダ
ル
を
、
個
人
戦

で
は
三
位
で
、
し
っ
か
り
入
賞
商
品
を

手
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
嫁
さ
ん
に

70
歳
過
ぎ
て
も
今
も
な
お

〜
夢
は
、
全
日
本
優
勝
!
〜

会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば

は
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
恥
ず

か
し
い
か
ら
二
度
と
着
ん
と
い
て
、
あ

ん
た
が
死
ん
だ
と
き
棺
桶
に
入
れ
た
げ

る
か
ら
」
と
、
今
も
何
処
に
あ
る
か
も

知
り
ま
せ
ん
。

　

定
年
後
遊
ん
で
ば
か
り
で
は
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
せ
て
も

ら
っ
た
結
果
、
経
済
的
理
由
、
人
と
の

繋
が
り
が
出
来
る
等
、
大
事
な
事
を
手

に
入
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
は
草

刈
り
作
業
や
植
木
の
剪
定
等
週
三
日
働

い
て
い
ま
す
。
屋
外
の
作
業
で
あ
り
夏

の
暑
い
日
に
は
過
酷
な
仕
事
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
練
習
の
内
だ
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

５
月
に
近
畿
選
手
権
、
７
月
に
西
日

本
選
手
権
、
９
月
に
は
全
日
本
シ
ニ
ア

選
手
権
に
と
、
家
族
と
職
場
の
皆
さ
ん

に
も
お
お
い
に
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
、

最
大
の
目
標
は
、
全
日
本
に
優
勝
す
る

こ
と
。

　

思
い
は
当
時
と
今
も
少
し
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。
や
っ
ぱ
り
全
国
制
覇
す
る

ま
で
、
日
の
あ
る
う
ち
は
、
家
に
は
『
帰

ら
な
い
、
帰
れ
な
い
』…

追
記

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

５
月
、
７
月
に
続
き
９
月
に
予
定
の
全

日
本
も
中
止
と
な
り
、
年
に
一
度
全
国

の
み
ん
な
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
。
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

①
就
業
先
へ
の
往
復
時
は
、
交
通
事

　

故
等
に
十
分
注
意
し
、
時
間
に
余

　

裕
を
も
つ
こ
と
。

②
作
業
は
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急

　

い
だ
り
、
あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ

　

と
。

③
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず

　

点
検
す
る
こ
と
。

④
服
装
、
履
物
は
作
業
に
合
っ
た
動

　

き
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

⑤
作
業
前
に
は
軽
い
柔
軟
体
操
を
し

　

て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

⑥
加
齢
に
よ
る
、
諸
機
能
低
下
を
認

　

識
し
無
理
を
し
な
い
こ
と
。

⑦
作
業
現
場
は
、
常
に
整
理
整
頓
を

　

心
が
け
る
こ
と
。

⑧
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を

　

正
確
に
行
う
こ
と
。

⑨
酒
気
を
帯
び
て
の
就
業
は
絶
対
し

　

な
い
こ
と
。

⑩
健
康
の
維
持
に
は
常
に
注
意
し
、

　

健
康
な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。

⑪
仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と

　

る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
安
全
就
業
基
準
」
か
ら

安
全
心
得

　
次
の
安
全
心
得
を
守
り
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
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８
月
18
日（
火
）〜
９
月
４
日（
金
）ま

で
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
6
8
1・2
7
5
1
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
座
学
〉

日
　
時　

９
月
11
日（
金
）10
時
〜
12
時

場
　
所　

高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー　

１
階
大
会
議
室

持
ち
物　

筆
記
用
具

〈
実
技
〉

日
　
時　

10
月
の
２
日
間

場
　
所　

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

※
実
技
の
詳
細
は
座
学
の
際
に
お
知
ら 

　

せ
し
ま
す
。

募
集
人
数　

15
名

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
養
土

「
た
か
ち
ゃ
ん
」
販
売
開
始

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

中
止
に
つ
い
て

７
月
に
「
安
全
・
適
正
就
業

強
化
月
間
」
を
実
施

草
刈
機
械
講
習
会

　

令
和
が
始
ま
り
一
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
は
社
会
的
に
色
々
な
不
都
合

を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
延
期
は
世
界
的
に
大
き
な

失
望
感
を
与
え
ま
し
た
。
発
生

当
初
、
全
国
民
が
外
出
自
粛
等

様
ざ
ま
な
要
件
を
厳
守
し
た
結

果
、
や
や
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
、
「
新
し
い
日
常
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ま
た
も
や

各
地
で
大
量
な
発
生
が
続
い
て

お
り
不
安
な
日
々
で
す
。

　

こ
ん
な
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
中

で
も
藤
井
七
段
の
活
躍
は
私
た

ち
に
大
き
な
喜
び
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
手
洗

い
、
う
が
い
等
を
励
行
し
て
、

感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
広

げ
な
い
の
気
持
ち
で
未
来
有
る

次
の
一
手
を
打
ち
た
い
も
の
で

す
。

　

夏
本
番
の
季
節
到
来
、
適
宜

な
マ
ス
ク
着
脱
、
水
分
補
給
に

心
掛
け
熱
中
症
に
負
け
ず
元
気

で
今
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

会
報
編
集
委
員
会

　

長
縄　

正
道　

森　
　

和
子

　

石
谷　
　

壽　

北
原　

憲
二

　

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

「
い
つ
ま
で
も　

働
く
喜
び　

無
事
故

か
ら
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
充
分
な
安
全
対

策
を
心
掛
け
、
自
分
で
自
分
を
守
る
な

ど
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
就
業
し
て
く

だ
さ
い
。

　

毎
年
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
飛
沫
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

窓
口
に
は
ア
ク
リ
ル
板
で
間
仕
切
り
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
来
所
さ
れ
る

方
に
は
手
指
消
毒
と
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
、
窓
口
混
雑
時
に
は
距
離
を

取
っ
て
お
座
り
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　　

日
時
な
ど
、
詳
細
は
別
途
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。


